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【 

解
　
題 

】

『
三
条
西
実
隆
詠
百
首
和
歌
』［
九
・
五
〇
六
］　
〔
江
戸
時
代
〕
写

巻
子
装
一
軸
。
新
補
表
紙
。
外
題
、
打
付
墨
書
「
三
条
西
実
隆
詠
百
首
和
歌
」。

全
五
紙
。
法
量
（
本
紙
）、
縦
二
七
・
四
×
横
二
二
一
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
字

面
高
さ
、
約
二
五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
一
首
一
行
書
き
。
九
条
家
本
。
二
〇
〇

九
年
度
に
『
三
条
西
実
隆
詠
草
』［
九
・
一
〇
〇
七
八
］
と
共
に
整
理
さ
れ（（
（

、
二
〇

二
二
年
九
月
に
本
所H

i-CA
T

 Plus

よ
り
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
公
開
し
て
い
る
。

本
史
料
は
、
享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
三
月
に
行
わ
れ
た
春
日
祭
に
合
わ
せ
て
、

三
条
西
実
隆
が
春
日
社
へ
奉
納
し
た
百
首
（
以
下
「
春
日
法
楽
百
首
」
ま
た
は
「
本

百
首
」）
の
伝
本
で
あ
る
。
こ
の
年
の
春
日
祭
に
つ
い
て
は
ま
と
ま
っ
た
分
量
を
持

つ
史
料
に
恵
ま
れ
な
い
が
、
本
百
首
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
は
、『
実
隆
公
記
』
及

び
家
集
『
雪
玉
集
』
収
載
の
本
百
首
末
尾
に
付
さ
れ
た
識
語
に
よ
っ
て
お
お
よ
そ
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
年
の
春
日
祭
は
二
月
五
日
に
行
わ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た

が
、
三
月
十
一
日
に
延
引
さ
れ
た
。
実
隆
は
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
同
月
四
日
か
ら
五

日
間
で
百
首
を
詠
み
（『
雪
玉
集
』）、
詠
み
終
え
た
後
の
九
日
に
は
恋
部
の
初
め
辺

り
ま
で
清
書
、
翌
十
日
に
は
完
了
し
て
上
卿
の
甘
露
寺
伊
長
へ
渡
し
、
伊
長
が
春
日

社
へ
参
向
し
た
十
一
日
に
奉
納
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
（『
実
隆
公
記
』
享
禄
四
年
三

月
九
・
十
・
十
一
日
条
）。

と
こ
ろ
で
、
本
史
料
は
整
理
の
時
点
で
実
隆
自
筆
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
見
解
は

「
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
」
で
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
も

し
そ
の
通
り
に
自
筆
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、『
雪
玉
集
』
の
本
文
、
延
い

て
は
成
立
を
考
え
る
上
で
有
用
な
史
料
と
な
り
得
る
。
と
い
う
の
も
、『
雪
玉
集
』

は
実
隆
没
後
、
後
人
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
自
筆
史
料
と
照
合
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
編
纂
の
際
に
用
い
ら
れ
た
資
料
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
繋
が
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
に
、
筆
跡
と
本
文
の
比
較
検
討
に
よ
っ
て
、

こ
の
点
を
検
証
し
て
み
た
い
。

ま
ず
筆
跡
か
ら
検
討
す
る
。
本
史
料
の
筆
の
運
び
は
怱
卒
な
印
象
が
あ
り
、
そ
の

点
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
他
の
自
筆
史
料（（
（

と
比
較
し
て
み
る
と
、

ど
う
も
実
隆
自
筆
と
は
認
め
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
史
料
に
頻
繁
に
出
て
く
る

特
徴
的
な
文
字
に
注
目
す
る
と
、
例
え
ば
「
を
」
は
第
一
画
を
点
の
よ
う
に
書
き
、

そ
れ
以
降
を
「
と
」
の
よ
う
に
く
ず
し
て
い
る
が
、
他
の
史
料
で
は
そ
の
よ
う
な
く

ず
し
方
を
し
て
い
な
い
。
ま
た
「
能
」
を
字
母
と
す
る
「
の
」
は
旁
の
最
後
を
止
め

て
か
ら
少
し
膨
ら
ま
せ
て
下
へ
続
け
て
い
る
が
、
他
の
史
料
で
は
右
へ
払
っ
て
い
て

異
な
っ
て
い
る
。
他
に
も
こ
う
し
た
違
い
の
見
ら
れ
る
文
字
が
散
見
す
る
。「
尭

空
」
の
署
名
に
は
似
通
う
雰
囲
気
が
あ
る
も
の
の
、
細
部
を
よ
く
見
て
み
る
と
や
は

史
料
紹
介宮

内
庁
書
陵
部
所
蔵
九
条
家
本
『
三
条
西
実
隆
詠
百
首
和
歌
』
に
つ
い
て

―
―
『
雪
玉
集
』
定
数
歌
本
文
の
検
討
を
中
心
に
―
―

太

田

克

也
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り
違
い
が
あ
る
。
以
上
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
本
史
料
は
自
筆
で
は
な
く
、
写
し
で

あ
る
と
判
断
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
本
文
の
面
か
ら
検
討
す
る
。『
雪
玉
集
』
の
構
成
や
成
立
過
程
に
つ
い
て

は
、
伊
藤
敬
氏
の
研
究（（
（

が
ほ
ぼ
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。『
雪
玉
集
』
自
体
が
大
部
で

あ
る
た
め
に
複
雑
で
、
伊
藤
氏
の
詳
細
な
論
考
も
相
俟
っ
て
、
稿
者
も
十
分
に
消
化

し
切
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。
現
在
通
行
し
て
い
る

『
雪
玉
集
』（『
新
編
国
歌
大
観
』「
新
編
私
家
集
大
成
」）
は
寛
文
十
年
（
一
六
七

〇
）
版
本
を
底
本
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
れ
以
前
に
存
在
し
て
い
た
写
本
類
に
見

ら
れ
る
歌
を
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
写
本
の
形
を
取
る
実
隆
の
家
集
は
、
中
本

（
御
本
）
四
冊
本
系
、
狭
本
（
御
本
の
異
本
）
三
冊
本
系
、
広
本
（「
御
本
ノ
外
」
の

収
集
部
を
持
つ
異
本
）
系
、
定
数
歌
集
の
四
種
類
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
全
部

ま
た
は
一
部
の
歌
が
組
み
込
ま
れ
て
、
版
本
『
雪
玉
集
』
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
本
稿
で
扱
っ
て
い
る
春
日
法
楽
百
首
は
、
広
本
系
写
本
と
定
数
歌
集
の
一
部
の

伝
本
に
見
え
て
お
り
、
版
本
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
春
日
法
楽
百
首
の

本
文
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、『
雪
玉
集
』
の
版
本
に
加
え
て
、
上
記
の
写
本
も
比

較
の
対
象
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

広
本
系
写
本
と
定
数
歌
集
の
う
ち
、
本
百
首
を
含
む
も
の
で
、
今
回
本
文
を
比
較

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
以
下
の
十
二
本
で
あ
る
。（
＊
は
所
収
定
数
歌
と
そ
の

配
列
を
同
じ
く
す
る
も
の
。）

・
版
本
と
百
首
の
配
列
が
同
じ
本（（
（

大＊

阪
公
立
大
学
杉
本
図
書
館
森
文
庫
蔵
「
雪
玉
集
」［
九
一
一
．
一
四
八
・SA

N

・

M
O

RI

］（
略
称
「
森
」）

国＊

立
国
会
図
書
館
蔵
「
雪
玉
集
」［
八
三
〇
・
一
七
三
］（
略
称
「
国
」）

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
聴
雪
集
」［
五
〇
一
・
七
四
〇
］（
略
称
「
宮
聴
」）

尊＊
＊

経
閣
文
庫
蔵
「
逍
遙
院
詠
草
」［
一
三
・
一
六
・
大
］（
略
称
「
尊
逍
」）

尊＊
＊

経
閣
文
庫
蔵
「
聴
雪
集
」［
九
四
・
古
］（
略
称
「
尊
聴
」）

・
版
本
と
百
首
の
配
列
が
異
な
る
本

宮＊
＊
＊内
庁
書
陵
部
蔵
「
逍
遙
院
内
府
百
首
」［
五
〇
一
・
七
三
八
］（
略
称
「
宮
逍
」）

宮＊
＊
＊内

庁
書
陵
部
蔵
「
詠
百
首
和
歌
」［
五
〇
一
・
八
二
四
］（
略
称
「
宮
詠
」）

熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
細
川
家
北
岡
文
庫
蔵
「
瑤
雪
集
」［
一
〇
七
・
三

六
・
六
］（
略
称
「
北
」）

島＊
＊
＊
＊原
図
書
館
肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
「
雪
玉
集
」［
一
三
七
・
二
〇
］（
略
称

「
松
」）

兵＊
＊
＊
＊庫
県
立
篠
山
鳳
鳴
高
等
学
校
青
山
文
庫
蔵
「
雪
玉
集
」［
九
一
一
・
二
二
八-

一
］（
略
称
「
青
」）

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
「
聴
雪
集
」［
ヘ
四
・
六
六
一
九
］（
略
称
「
早
」）

・
単
独
本

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
「
逍
遥
院
春
日
祭
百
首
」

［
Ｈ
・
六
〇
〇
・
一
五
五
五
］（
略
称
「
高
」）

諸
本
の
所
在
を
精
査
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
遺
漏
も
あ
ろ
う
が
、
ひ
と
ま
ず
以

上
の
伝
本
を
検
討
の
対
象
と
し
た
。
広
本
系
写
本
は
森
・
国
・
松
・
青
で
、
そ
れ
以

外
が
定
数
歌
集
で
あ
る
。
定
数
歌
集
の
う
ち
、
早
は
伊
藤
歌
書
誌
に
未
掲
載
の
も
の

で
、
大
口
周
魚
（
鯛
二
）
旧
蔵
、
巻
首
三
葉
と
外
題
が
烏
丸
光
広
筆
で
あ
る
と
す
る

周
魚
の
注
記
が
あ
る
。

以
上
の
伝
本
の
本
文
と
本
史
料
を
比
較
し
て
み
る
と
、
本
文
の
面
か
ら
見
て
も
、

や
は
り
本
史
料
が
実
隆
自
筆
で
あ
る
と
は
考
え
難
い
。
と
い
う
の
も
、
自
筆
と
す
る

に
は
不
審
な
本
文
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。

（
新
編
国
歌
大
観
番
号　

本
史
料
―
版
本
）

4359　

く
ま
な
成
か
り
―
く
ま
な
か
り
け
り

4380　

み
せ
て
―
し
け
ら
せ
て

こ
れ
ら
は
本
史
料
の
独
自
異
文
で
、
な
お
か
つ
文
意
も
通
ら
な
い
。
仮
に
本
史
料

が
草
稿
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
に
和
歌
本
文
と
し
て
成
り
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立
た
な
い
も
の
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
他
の
異
同
箇
所
も
併
せ
て

考
え
る
と
、
転
写
の
際
に
書
き
誤
っ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る

と
、
本
史
料
は
定
数
歌
集
の
単
独
本
の
写
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

で
は
春
日
法
楽
百
首
の
本
文
の
中
で
は
、
本
史
料
は
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
な

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
考
え
る
前
提
と
し
て
、
版
本
と
写
本
の
本
文
の
関
係

に
つ
い
て
、
春
日
法
楽
百
首
に
限
っ
て
で
は
あ
る
が
整
理
し
て
お
き
た
い
。『
雪
玉

集
』
の
版
本
、
広
本
系
写
本
及
び
本
百
首
を
収
め
る
定
数
歌
集
の
ほ
と
ん
ど
に
は
、

百
首
の
末
尾
に
次
の
よ
う
な
識
語
が
置
か
れ
て
い
る（（
（

。

享
禄
四
年
三
月
、
以
春
日
祭
勅
使
御
次
、
逍
遥
院
法
楽
也
、
三
月
四
日
よ
り
至

八
日
五
ケ
日
之
間
詠
之
云
々
、
以
自
筆
書
写
之
同
校
合
、
同
年
五
月
十
日
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
実
隆
の
自
筆
本
（
奉
納
し
た
も
の
か
手
控
え
か
は
不
明
）
を
成

立
後
の
近
い
時
期
に
書
写
し
た
も
の
が
元
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
他
の
定
数
歌
と

共
に
ま
と
め
ら
れ
て
歌
集
を
成
し
、
版
本
に
収
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
版
本

の
本
文
が
写
本
の
本
文
と
ど
れ
ほ
ど
の
相
違
が
あ
る
か
確
認
し
て
み
る
と
、
以
下
の

よ
う
な
異
同
が
あ
る
。

（
新
編
国
歌
大
観
番
号　

版
本
―
他
本（（
（

）

4373　

行
春
に
―
ゆ
く
春
よ

4381　

そ
ら
す
み
わ
た
り
―
空
す
み
わ
た
る

4408　

秋
の
色
か
な
―
秋
の
そ
ら
か
な

4418　

月本ノ
マ
ヽ
す
み
け
れ
―
月
は
す
み
け
れ

4431　

こ本ノ
マ
ヽ
ひ
も
と
―
こ
よ
ひ
も
と

4434　

身も
歟う
き
ぬ
へ
し
―
身
も
う
き
ぬ
へ
し

4446　

う
ら
や
ま
も
―
海
山
も

こ
れ
ら
は
版
本
の
み
に
見
ら
れ
る
異
文
で
あ
り
、
誤
り
と
判
断
し
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
広
本
系
写
本
や
定
数
歌
集
と
照
合
し
て
い
れ
ば
「
本
ノ
マ
ヽ
」
が
残
る
こ
と
は

な
い
か
ら
、
版
下
と
な
っ
た
写
本
の
段
階
で
本
文
に
欠
陥
が
あ
り
、
そ
れ
を
そ
の
ま

ま
受
け
継
い
だ
と
み
ら
れ
る
。『
新
編
国
歌
大
観
』
で
も
校
訂
さ
れ
て
い
な
い
も
の

が
あ
る
の
で
、
同
書
の
本
文
を
利
用
す
る
と
き
は
写
本
を
併
せ
見
る
必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
独
自
異
文
が
あ
る
一
方
で
、
一
部
の
伝
本
と
一
致
す
る
異
文
を
持
つ
箇

所
も
あ
る
。
煩
瑣
に
な
る
の
で
一
々
掲
出
は
せ
ず
、
末
尾
の
「
主
要
異
同
一
覧
」
を

参
照
さ
れ
た
い
が
、
広
本
系
写
本
と
定
数
歌
集
の
青
・
早
・
高
辺
り
と
一
致
す
る
傾

向
が
あ
る
。
あ
く
ま
で
本
百
首
の
本
文
に
限
っ
た
こ
と
な
の
で
、
他
の
百
首
の
本
文

も
同
様
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
定
数
歌
部
分
の
本
文
の
源
流
を
考
え
る
際
の

参
考
に
は
な
ろ
う
。

肝
心
の
本
史
料
の
本
文
で
あ
る
が
、
前
掲
の
不
審
本
文
以
外
に
も
、
以
下
の
よ
う

な
独
自
異
文
が
あ
る
。

（
新
編
国
歌
大
観
番
号　

本
史
料
―
他
本（（
（

）

4369　

□（（
（

ろ
か
な
る
―
お
ろ
か
な
る

4378　

花
た
ち
は
な
の
―
花
た
ち
花
や

4379　

花
の
は
や
し
や
―
は
な
の
は
や
し
に

4393　

た
ゝ
し
ら
菊
の
―
た
ゝ
し
ら
き
ぬ
の

4394　

千
草
に
し
る
き
―
ち
く
さ
に
し
け
き

4400　

お
と
ろ
か
し
け
り
―
お
と
ろ
か
し
け
る

4403　

し
つ
く
は
り
な
き
―
し
つ
く
わ
り
な
き

4411　

木
か
ら
し
さ〻の
―
木
か
ら
し
は

4425　

い
ま
は
し
の
ふ
の
―
な
に
ゝ
忍
ふ
の

4427　

あ
ふ
き〻ま
て
も
の
み
―
あ
ふ
ま
て
と
の
み

4433　

あ
ま
り
た
る
―
あ
ま
り
あ
る

4443　

心
を
す
ま
ぬ〻す
―
す
ま
ぬ
心
を

転
写
の
際
の
単
純
な
誤
り
と
み
ら
れ
る
箇
所
が
多
い
。
本
史
料
は
こ
の
よ
う
に
独

自
異
文
が
目
立
つ
方
で
あ
る
の
で
、
そ
の
点
信
頼
の
置
け
る
本
文
と
は
言
い
難
い
。

ま
た
単
純
に
異
文
の
数
で
比
較
し
て
み
る
と
、
北
と
最
も
近
く
、
国
・
尊
逍
・
尊
聴



宮内庁書陵部所蔵九条家本『三条西実隆詠百首和歌』について（太田）（ 67 ）

と
続
く
。
反
対
に
距
離
が
あ
る
の
は
森
・
松
・
青
・
早
・
高
な
ど
で
あ
る
。
本
史
料

と
直
接
的
な
関
係
を
示
す
伝
本
は
見
当
た
ら
ず
、
本
史
料
の
基
づ
い
た
伝
本
が
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

以
上
、
簡
易
的
な
検
討
で
は
あ
る
が
、
本
史
料
の
性
格
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。

結
論
と
し
て
は
、
実
隆
自
筆
と
は
認
め
難
く
、
定
数
歌
集
の
一
写
本
と
し
て
扱
う
べ

き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
通
行
す
る
『
雪
玉
集
』
の
本
文
は
版
本
を
底
本

と
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
写
本
を
見
る
べ
き
箇
所
が
少
な
く
な

い
。
加
え
て
『
雪
玉
集
』
の
研
究
が
伊
藤
氏
以
降
ほ
と
ん
ど
進
展
し
て
い
な
い
の

で
、
写
本
類
の
画
像
公
開
、
及
び
そ
れ
に
伴
う
本
稿
の
よ
う
な
解
題
は
必
要
な
作
業

で
あ
ろ
う
。
残
り
の
写
本
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
な
さ
れ
、『
雪
玉
集
』
の
研

究
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

【
主
要
異
同
一
覧
】

〔
凡
例
〕

・
版
本
の
本
文
を
基
準
と
し
、
複
数
の
伝
本
が
一
致
す
る
異
文
を
掲
げ
た
。
従
っ
て

略
称
が
見
え
な
い
伝
本
は
独
自
異
文
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

・
訂
正
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
は
原
則
と
し
て
訂
正
後
の
本
文
を
採
っ
た
。
訂
正
前

の
本
文
が
対
立
す
る
異
文
と
一
致
す
る
と
き
は
、
略
称
に
傍
線
を
付
し
た
。

・
朱
書
に
よ
る
傍
書
等
は
反
映
さ
せ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
原
本
で
は
朱
書
に
よ
っ

て
対
立
す
る
異
文
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

・
本
史
料
の
略
称
は
「
九
」
と
し
た
。

（
新
編
国
歌
大
観
番
号　

版
本
（
同
じ
本
文
を
持
つ
伝
本
）
―
異
文
と
そ
の
伝
本
）

4356　

し
る
へ
に
ま
た
ん
（
森
・
国
・
宮
逍
・
宮
詠（（
（

・
青
・
早
・
高
）
―
し
る
へ
に
や

ら
ん
（
九
・
宮
聴
・
尊
逍
・
尊
聴
・
北
・
松
）

4358　

露
そ
こ
ほ
る
ゝ
（
九
・
森
・
国
・
宮
聴
・
尊
逍
・
尊
聴
・
宮
逍
・
宮
詠
・
北
・

青
・
高（（1
（

）
―
露
そ
し
ほ
る
ゝ
（
松
・
早
）

4364　

錦
き
て
（
九
・
森
・
国
・
宮
聴
・
尊
逍
・
尊
聴
・
宮
逍
・
宮
詠
・
北
・
松
・

早
）
―
に
し
き
に
て
（
青（（1
（

・
高
）

4373　

名
残
な
ら
す
や
（
九
・
森
・
国
・
宮
聴
・
尊
逍
・
尊
聴
・
北
・
松
・
早
・
高
）

―
わ
か
れ
な
ら
す
や
（
宮
逍
・
宮
詠（（1
（

・
青
）

4374　

さ
ほ
の
川
風
（
九
・
国
・
宮
聴
・
尊
逍
・
尊
聴
・
北
・
高
）
―
さ
ほ
の
山
風

（
森
・
宮
逍
・
宮
詠（（1
（

・
松
・
青
・
早
）

4375　

雪
た
に
あ
る
を
（
九
・
森
・
国
・
宮
聴
・
尊
逍
・
尊
聴
・
北
・
松
・
青
・
早
・

高
）
―
雪
た
に
あ
る
をに
（
宮
逍
・
宮
詠
）

4378　

ふ
く
へ
く
も
な
し
（
森
・
国
・
宮
聴
・
尊
逍
・
尊
聴
・
宮
逍（（1
（

・
松
・
青
・
早
）

―
ふ
る
へ
く
も
な
し
（
九
・
宮
逍
・
宮
詠
・
北
・
高
）

4379　

は
な
の
は
や
し
に
（
森
・
国
・
宮
聴
・
宮
逍
・
宮
詠
・
北
・
松
・
青
・
早
・

高
）
―
花
の
は
や
し
や
（
九
・
尊
逍
・
尊
聴
）

4382　

真
木
の
戸
の
（
九
・
宮
聴
・
尊
逍
・
尊
聴
・
北
・
松
・
高
）
―
槙
の
戸
を

（
森
・
国
・
宮
逍
・
宮
詠（（1
（

・
青
・
早
）

4384　

秋
は
い
ま
た
（
九
・
森
・
国
・
宮
聴
・
尊
逍
・
尊
聴
・
北
・
松
・
青
・
早
・

高
）
―
秋
は
ま
た
（
宮
逍
・
宮
詠
）

4385　

い
ふ
せ
き
に
（
九
・
森
・
国
・
宮
聴
・
尊
逍
・
尊
聴
・
北
・
松
・
青
・
早
・

高
）
―
い
ふ
せ
き
をにイ（
宮
逍
・
宮
詠
）

4386　

身
の
よ
そ
な
ら
す
（
九
・
宮
聴
・
尊
逍
・
尊
聴
・
宮
逍
・
宮
詠
・
北
・
高
）
―

身
の
よ
そ
な
か
ら
（
森
・
国
・
松
・
青
・
早（（1
（

）

4388　

神
し
は
や
（
森
）
―
神
し
は
や
く
（
九
・
国
・
宮
聴
・
尊
逍
・
尊
聴
・
宮
逍
・

宮
詠（（1
（

・
北
・
松
・
青
・
早
・
高
）

4394　

野
へ
の
夕
暮
（
九
・
森
・
国
・
宮
聴
・
尊
逍
・
尊
聴
・
宮
逍
・
宮
詠
・
北
・

早
・
高
）
―
の
へ
の
夕
露
（
松
・
青
）

4396　

か
り
は
来
に
け
る
（
九
・
国
・
尊
逍
・
宮
逍
・
宮
詠
・
北
・
松（（1
（

・
青
・
早
）
―
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雁
は
来
に
け
り
（
森
・
宮
聴
・
尊
聴
・
高
）

4406　

は
ゝ
そ
の
色
よ
（
九
・
森
・
国
・
宮
逍
・
宮
詠
・
北
・
早
・
高
）
―
は
ゝ
そ
の

色
に
（
宮
聴
・
尊
逍
・
尊
聴
・
松（（1
（

・
青
）

4414　

山
お
ろ
し
の
こ
ゑ
（
九
・
森
・
国
・
宮
聴
・
尊
逍
・
尊
聴
・
北
・
早
・
高
）
―

山
下
風
の
こ
ゑ
（
宮
逍
・
宮
詠
・
松
・
青
）

4420　

ち
る
は
な
の
（
九
・
森
・
国
・
宮
逍
・
宮
詠（（2
（

・
松
・
青
・
早
）
―
ち
る
は
は
な

（
宮
聴
・
尊
逍
・
尊
聴
・
北
・
高
）

4425　

あ
ち
き
な
く
（
九
・
森
・
国
・
宮
逍
・
宮
詠
・
北
・
松（（2
（

・
青
・
早
・
高
）
―

ち
ゝ
き
な
く
（
宮
聴
・
尊
逍
・
尊
聴
）

　
　

な
に
ゝ
忍
ふ
の
（
森
・
国
・
宮
聴
・
尊
逍
・
尊
聴
・
宮
逍
・
宮
詠
・
北
・
早
・

高
）
―
何
を
忍
ふ
の
（
松
・
青
）

4429　

そ
の
ま
ゝ
に
（
松
・
青
）
―
其
ま
ゝ
の
（
九（（2
（

・
森
・
国
・
宮
聴
・
尊
逍
・
尊

聴
・
宮
逍
・
宮
詠
・
北
・
早
・
高
）

4430　

ま
つ
や
待
らみイん
（
森
・
尊
逍（（2
（

・
高
）
―
ま
つ
や
待
見
ん
（
九
・
国
・
宮
聴
・
尊

聴
・
宮
逍
・
宮
詠
・
北
・
松
・
青
・
早
）

4431　

道
の
さ
ゝ
は
ら
（
九
・
森
・
国
・
宮
聴
・
尊
逍
・
尊
聴
・
宮
逍
・
宮
詠
・
北
・

早
・
高
）
―
道
の
し
の
は
ら
（
松
・
青（（2
（

）

4435　

い
く
た
ひ
の
（
九
・
国
・
宮
聴
・
尊
逍
・
尊
聴
・
北
）
―
幾
度
か
（
森
・
宮

逍
・
宮
詠
・
松
・
青
・
早
・
高
）

4437　

あ
れ
は
あ
る
世
にをイ（
九
・
森
・
国
・
宮
逍
・
宮
詠
・
松
・
青
・
早
・
高（（2
（

）
―
あ

れ
は
あ
る
世
を
（
宮
聴
・
尊
逍
・
尊
聴
・
北
）

4439　

も
の
と
成
け
ん
（
九
・
森
・
国（（2
（

・
宮
聴
・
尊
逍
・
尊
聴
・
北
・
松
・
青
・
早
・

高
）
―
物
とと歟
私は
成
け
む
（
宮
逍
・
宮
詠
）

4440　

有
明
の
そ本ノ
マらヽ
に
（
宮
聴
・
尊
逍
・
尊
聴
・
松
・
青（（2
（

・
早（（2
（

）
―
有
明
の
月
に

（
九
・
森
・
国
・
宮
逍
・
宮
詠
・
北
・
高
）

　
　

鶴
の
な
く
空
（
森
・
国
・
尊
聴
・
宮
逍
・
宮
詠
・
北
・
松
・
早
・
高
）
―
鶴
の

鳴
声
（
九
・
宮
聴
・
尊
逍
・
青
）

4449　

み
る
そ
く
る
し
き
（
九
・
国
・
宮
聴
・
尊
逍
・
尊
聴
・
北
・
松
・
青
・
高
）
―

み
る
そ
か
な
し
き
（
森
・
宮
逍
・
宮
詠（（2
（

・
早
）

注（
1
）
「
彙
報
（
平
成
二
十
一
年
度
）」（『
書
陵
部
紀
要
』
六
十
二
、
二
〇
一
一
年
）
参
照
。

（
2
）
今
回
は
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
万
葉
一
葉
抄
』［
九
九
・
七
一
］（https://

kokusho.nijl.ac.jp/biblio/200006811/

）、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
年
中
行
事
五
十

番
歌
合
不
審
条
々
』［
Ｂ
六
・
七
五
〇
］（https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/10 

0245824/

）
と
比
較
し
た
。
な
お
こ
れ
ら
を
対
象
と
し
た
の
は
、
追
試
検
証
の
便
宜

の
た
め
にW

eb

上
で
見
ら
れ
る
史
料
を
優
先
し
た
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
意

図
は
な
い
。

（
3
）
「
三
条
西
実
隆
と
和
歌
―
雪
玉
集
の
こ
と　

そ
の
二
―
」（『
国
語
国
文
研
究
』
三

十
、
一
九
六
五
年
）、「「
雪
玉
集
」
定
数
歌
考
」（『
苫
小
牧
工
業
高
等
専
門
学
校
紀

要
』
創
刊
号
、
一
九
六
六
年
）、「
室
町
後
期
歌
書
誌
―
実
隆
・
基
綱
・
済
継
・
統

秋
・
宗
祇
・
道
堅
―
」（『
苫
小
牧
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要　

人
文
科
学
編
』
四
、

一
九
六
九
年
。
以
下
「
伊
藤
歌
書
誌
」）、『
私
家
集
大
成
』
解
題
及
び
そ
れ
ら
を
踏

ま
え
た
『
新
編
国
歌
大
観
』
解
題
（
井
上
宗
雄
氏
執
筆
）。
ま
た
伊
藤
敬
『
室
町
時

代
和
歌
史
論
』（
新
典
社
、
二
〇
〇
五
年
）
に
総
括
的
な
見
通
し
が
あ
る
。

（
4
）
こ
の
他
に
、
伊
藤
歌
書
誌
に
よ
れ
ば
、
田
中
重
太
郎
氏
蔵
「
雪
玉
集
」
が
あ
っ
た
。

（
5
）
引
用
は
版
本
に
拠
り
、
私
に
読
点
を
付
し
た
。

（
6
）
本
文
は
定
数
歌
集
の
宮
聴
に
拠
る
。

（
7
）
本
文
は
版
本
に
拠
る
。

（
8
）
「
お
」
の
字
母
で
あ
る
「
於
」
の
旁
の
よ
う
な
文
字
。

（
9
）
宮
逍
・
宮
詠
は
「
や
ら
」
を
傍
書
す
る
。

（
10
）
森
・
高
は
「
し
イ
」
を
傍
書
す
る
。

（
11
）
「
き
」
を
傍
書
す
る
。

（
12
）
宮
逍
・
宮
詠
は
「
名
残
」
を
傍
書
す
る
。

（
13
）
宮
逍
・
宮
詠
は
「
川
」
を
傍
書
す
る
。
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（
14
）
見
せ
消
ち
に
し
て
「
私
る
歟
」
を
傍
書
す
る
。

（
15
）
宮
逍
・
宮
詠
は
「
の
イ
」
を
傍
書
す
る
。

（
16
）
「
イ
ら
す
」
を
傍
書
す
る
。

（
17
）
宮
逍
・
宮
詠
は
「
無
イ
」
を
傍
書
す
る
。

（
18
）
「
り
イ
」
を
傍
書
す
る
。

（
19
）
「
よ
イ
」
を
傍
書
す
る
。

（
20
）
宮
逍
・
宮
詠
は
「
は本
定歟

」
を
傍
書
す
る
。

（
21
）
「
ち
ゝ
イ
」
を
傍
書
す
る
。

（
22
）
「
に
」
に
重
書
す
る
。

（
23
）
森
・
尊
逍
は
傍
書
ナ
シ
、
高
は
「
ち
み
イ
」
を
傍
書
す
る
。

（
24
）
「
さ
ゝ
イ
」
を
傍
書
す
る
。

（
25
）
九
・
森
・
国
・
松
・
青
・
早
・
高
は
傍
書
ナ
シ
。

（
26
）
国
は
「
は
イ
」
を
傍
書
す
る
。

（
27
）
宮
聴
・
尊
逍
・
尊
聴
・
松
・
青
は
傍
書
ナ
シ
。

（
28
）
「
月
イ
」
を
傍
書
す
る
。

（
29
）
宮
逍
・
宮
詠
は
「
く
る
イ
」
を
傍
書
す
る
。

【 

翻
　
刻 

】

〔
凡
例
〕

・
翻
刻
の
要
領
は
通
行
に
倣
っ
た
。

・
各
紙
の
変
わ
り
目
に 

」 

を
付
し
、　　

」（第
（

（
第

の
よ
う
に
紙
数
を
示
し
た
。

　
　
　
　

詠
百
首
和
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　

尭
空

　
　
　

春
二
十
首

4354　

あ
め
の
し
た
の
と
か
な
る
ら
し
三
笠
山
春
き
に
け
り
と
明
る
光
は

4355　

い
つ
く
よ
り
た
つ
と
も
見
え
す
浅
緑
四
方
の
霞
の
ひ
と
つ
色
に
て

4356　

花
も
ま
た
さ
き
あ
へ
ぬ
程
は
何
を
か
も
し
る
へ
に
や
ら
ん
谷
の
鶯

4357　

手
に
つ
み
て
先
や
か
へ
ら
ん
わ
か
な
お
ふ
る
雪
ま
の
野
へ
の
梅
の
初
花

4358　

か
と
さ
し
て
か
き
ほ
を
道
の
浅
茅
原
柳
の
め
に
も
露
そ
こ
ほ
る
ゝ

4359　

木
隠
も
の
こ
ら
す
み
え
て
中
〳
〵
に
お
ほ
ろ
月
夜
は
く
ま
な
成
か
り

4360　

袖
の
上
に
ふ
り
こ
そ
ま
さ
れ
春
の
雨
の
こ
ま
か
に
物
を
おもひ
く
た
け
は

4361　

つ
く
〳
〵
と
な
か
め
〳
〵
て
は
て
は
身
を
な
き
た
る
あ
さ
の
春
の
明
ほ
の

4362　

お
も
ひ
た
つ
心
に
か
な
ふ
春
の
雁
旅
な
る
人
は
う
ら
や
む〻み
ぬ
へ
し

4363　

年
毎
に
か
な
ら
す
お
な
し
色
香
の
み
花
の
と
き
は
に
人
そ
ふ
り
ゆ
く

4364　

や
と
毎
の
木
々
も
や
花
の
に
し
き
ゝ
て
都
は
も
と
の
春
に
か
へ
ら
む

4365　

と
も
に
み
ん
人
や
た
れ
な
る
鳥
の
音
も
き
こ
え
ぬ
花
の
嶺
の
い
ほ
り
は

4366　

わ
す
ら
れ
ぬ
夢
か
と
そ
お
も
ふ
芳
野
山
雪
ふ
み
分
し
花
の
下
道

4367　

え
た
の
上
に
見
し
よ
り
も
又
そ
ら
に
吹
嵐
の
花
の
一
さ
か
り
か
な

4368　

影
う
つ
す
山
に
も
春
や
ふ
か
ゝ
ら
し
苗
代
水
の
そ
こ
す
み
に
け
り

4369　

□（於
ノ
旁
カ
）

ろ
か
な
る
心
の
み
つ
の
か
は
つ
ま
て
こ
と
は
の
花
は
し
る
か
と
そ
き
く

4370　

春
の
野
は
す
み
れ
に
ま
し
り
そ
れ
と
な
き
花
さ
く
草
そ
分
も
や
ら
れ
ぬ
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4371　

む
ら
雨
の
山
の
下
柴
ほ
ろ
〳
〵
と
羽
音
も
ぬ
れ
て
た
つ
き
ゝ
す
哉

4372　

あ
ふ
き
み
る
藤
の
鳥
居
の
花
の
か
け
な
ひ
く
末
〳
〵
代
を
か
さ
ね
て
ん�

」（第
（

（
第

4373　

衣
〳
〵
は
人
に
そ
か
き
る
ゆ
く
春
よ
た
か
た
め
も
う
き
な
こ
り
な
ら
す
や

　
　
　

夏
十
五
首

4374　

た
ち
か
へ
て
す
ゝ
し
き
今
朝
の
か
ら
衣
か
け
て
ほ
さ
な
ん
さ
ほ
の
河
風

4375　

き
え
や
す
き
雪
た
に
有
を
卯
花
は
窓
の
光
に
う
へ
て
こ
そ
見
め

4376　

あ
や
に
く
に
ま
た
ぬ
人
に
し
郭
公
も
ら
さ
は
あ
た
ら
初
音
な
ら
ま
し

4377　

郭
公
山
よ
り
月
の
い
て
や
と
も
お
も
ひ
た
つ
へ
き
空
の
け
し
き
を

4378　

い
ろ
か
へ
ぬ
花
た
ち
は
な
の
い
か
ゝ
と
て
苔
の
袖
を
は
ふ
る
へ
く
も
な
し

4379　

五
月
雨
は
い
く
か
の
雲
の
生
駒
山
雪
は
き
の
ふ
の
花
の
は
や
し
や

4380　

庭
の
面
は
こ
ゝ
ろ
の
ま
ゝ
に
み
せ
て
花
に
さ
く
へ
き
千
種
を
も
見
ん

4381　

夏
の
夜
の
そ
ら
す
み
わ
た
る
月
影
は
い
つ
く
の
霜
を
か
さ
ゝ
き
の
は
し

4382　

此
比
は
あ
け
な
か
ら
な
る
真
木
の
戸
の
心
も
し
ら
ぬ
く
ゐ
な
と
そ
き
く

4383　

底
ふ
か
き
お
も
ひ
や
残
る
猿
澤
の
池
の
ほ
た
る
の
玉
藻
か
く
れ
に

4384　

秋
は
い
ま
た
こ
す
ゑ
の
せ
み
の
涙
に
や
う
つ
ろ
ひ
そ
む
る
下
葉
な
る
ら
ん

4385　

よ
そ
に
見
る
け
ふ
り
は
か
り
も
い
ふ
せ
き
に
さ
こ
そ
し
つ
や
の
夜
の
蚊
遣
火

4386　

お
も
ふ
に
は
蓮
の
う
へ
に
ゐ
る
露
を
身
の
よ
そ
な
ら
す
見
る
か
す
ゝ
し
き

4387　

こ
ゝ
に
ひ
ゝ
き
か
し
こ
の
雲
に
な
る
神
の
心
を
く
た
く
ゆ
ふ
た
ち
の
そ
ら

4388　

神
し
は
や
く
う
け
は
か
ゝ
ら
し
い
く
か
へ
り
う
き
三
輪
河
の
み
そ
き
し
つ
ら
ん

　
　
　

秋
二
十
首

4389　

八
重
葎
と
ち
こ
も
り
て
し
や
と
を
し
も
先
と
ひ
け
り
な
秋
の
初
風

4390　

七
夕
に
ね
か
ひ
の
糸
も
く
れ
竹
の
う
き
ふ
し
に
の
み
世
を
つ
く
せ
と
や

4391　

秋
の
風
荻
の
葉
ひ
と
つ
あ
ら
な
く
に
何
ゆ
へ
わ
き
て
や
と
ゝ
し
む
ら
ん

4392　

露
け
し
な
ふ
る
き
都
の
道
芝
に
に
し
き
を
し
け
る
秋
萩
の
花

4393　

朝
ほ
ら
け
露
の
か
ゝ
れ
る
蛛
の
ゐ
は
た
ゝ
し
ら
菊
の
つ
ゝ
む
木
々
か
な

4394　

花
の
い
ろ
に
あ
ら
そ
ひ
け
り
な
虫
の
音
も
千
草
に
し
る
き
野
へ
の
夕
暮

4395　

秋
ふ
か
く
風
の
身
に
し
む
夜
な
〳
〵
は
き
ゝ
な
れ
し
外
の
さ
ほ
し
か
の
声

4396　

心
た
ゝ
わ
か
と
こ
よ
に
も
と
め
し
と
や
又
そ
雲
井
の
か
り
は
来
に
け
る�

」（第
（
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4397　

秋
よ
い
か
に
夕
は
わ
き
て
な
か
め
よ
と
い
さ
め
ぬ
露
も
袖
に
お
つ
ら
ん

4398　

月
は
よ
に
光
へ
た
て
ぬ
天
の
は
ら
も
ろ
こ
し
人
も
い
か
に
み
る
ら
ん

4399　

耳
な
し
の
池
の
心
を
す
ま
し
て
は
身
も
な
け
つ
へ
き
月
の
影
哉

4400　

う
つ
る
を
も
月
に
は〻わ
す
れ
し
秋
の
夜
の〻を
お
と
ろ
か
し
け
り
鴫
の
羽
か
き

4401　

か
た
ふ
く
は
あ
か
ぬ
か
上
に
待
よ
ひ
の
を
そ
く
成
ゆ
く
有
明
の
こ
ろ

4402　

か
く
れ
ゆ
く
浦
の
は
つ
し
ま
は
つ
か
な
る
な
こ
り
を
月
に
し
た
ひ
わ
ひ
つ
ゝ

4403　

い
つ
み
川
ま
た
夜
を
こ
む
る
朝
霧
に
し
つ
く
は
り
な
き
舟
の
う
ち
哉

4404　

待
人
は
と
を
き
さ
か
ひ
の
秋
寒
み
た
よ
り
を
い
そ
く
衣
う
つ
也

4405　

秋
の
菊
心
は
か
り
は
霜
の
後
を
松
に
ち
き
り
て
さ
き
や
そ
む
ら
ん

4406　

さ
ほ
山
の
は
ゝ
そ
の
い
ろ
よ
お
し
と
お
も
ふ
秋
の
日
数
に
な
し
て
み
ま
し
を

4407　

今
朝
の
ま
の
そ
め
て
か
は
か
ぬ
紅
葉
々
を
た
ち
か
へ
り
と
ふ
ゆ
ふ
時
雨
哉

4408　

一
と
せ
の
三
か
一
を
の
こ
し
を
き
て
か
へ
る
は
つ
ら
き
秋
の
そ
ら
か
な

　
　
　

冬
十
五
首

4409　

初
時
雨
ふ
る
川
の
へ
の
杉
の
葉
の
つ
れ
な
き
色
も
冬
は
き
に
け
り

4410　

龍
田
川
秋
は
き
の
ふ
そ
く
れ
な
ゐ
の
山
の
こ
の
は
は
こ
ゝ
を
と
ま
り
に

4411　

木
か
ら
し
さ〻の
下
も
み
ち
せ
し
松
の
葉
も
吹
つ
く
し
た
る
か
け
の
さ
ひ
し
さ

4412　

霜
か
れ
は
お
花
か
も
と
の
草
を
の
み
こ
ゝ
ろ
の
秋
の
よ
す
か
に
や
せ
ん

4413　

し
け
か
り
し
蘆
辺
と
も
な
き
冬
枯
に
こ
き
ゆ
く
舟
の
見
え
て
ま
ち
か
き

4414　

い
く
さ
と
の
霜
の
枕
に
か
こ
つ
ら
ん
は
つ
せ
の
か
ね
の
山
お
ろ
し
の
声

4415　

真
砂
を
も
と
ち
あ
け
ゝ
り
な
は
ま
ゆ
ふ
の
い
く
へ
と
も
な
く
こ
ほ
り
か
さ
ね
て

4416　

な
く
千
鳥
ゆ
く
か
た
遠
み
波
の
上
は
雲
も
あ
ら
な
く
に
き
え
か
へ
り
つ
ゝ

4417　

あ
ひ
お
も
ふ
と
も
ね
し
て
た
に
嵐
ふ
く
梢
の
を
し
の
わ
ひ
つ
ゝ
や
な
く

4418　

か
り
は
ら
ふ
田
面
の
水
の
上
に
こ
そ
秋
も
見
さ
り
し
月
は
す
み
け
れ

4419　

か
ゝ
り
火
の
か
け
た
え
〳
〵
に
網
代
も
る
床
さ
む
か
ら
し
夜
の
河
風
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4420　

ち
る
花
の
つ
も
る
は
月
の
光
に
て
あ
ら
ぬ
な
か
め
の
庭
の
し
ら
雪

4421　

跡
つ
く
る
人
こ
そ
あ
ら
め
松
を
と
ふ
風
も
音
せ
ぬ
雪
の
う
ち
か
な

4422　

こ
と
か
は
す
物
に
も
か
な
や
さ
ゆ
る
夜
の
ね
覚
か
た
ら
ふ
ね
や
の
う
つ
み
火

4423　

く
る
は
る
を
む
か
ふ
る
か
た
に
い
そ
か
れ
て
ゆ
く
ら
ん
年
は
お
し
む
と
も
な
し�
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恋
十
五
首

4424　

し
ら
せ
は
や
雪
ま
の
草
の
は
つ
か
に
も
わ
か
し
た
も
え
の
し
け
き
心
を

4425　

あ
ち
き
な
く
い
ま
は
し
の
ふ
の
す
り
衣
み
た
れ
て
い
ま
は
い
ろ
に
出
な
ん

4426　

め
の
ま
へ
の
つ
ら
き
ま
ゝ
に
て
恋
し
な
は
後
の
世
と
し
も
た
の
み
か
た
し
な

4427　

か
た
い
と
を
よ
る
の
心
の
く
る
し
き
は
あ
ふ
き〻ま
て
も
の
み
お
も
ひ
ね
の
夢

4428　

消
は
て
ん
ほ
と
を
ま
て
と
や
中
そ
ら
に
う
き
た
る
雲
の
ゆ
く
末
か
な
し
も

4429　

無
名
そ
と
い
は
ん
も
あ
や
な
其
ま
（ゝ
×
の
）
に4
お
も
ひ
な
る
へ
き
え
に
も
こ
そ
あ
れ

4430　

ま
こ
と
に
は
た
の
む
と
な
し
に
此
暮
も
お
も
ひ
の
と
め
て
ま
つ
や
待
見
ん

4431　

い
た
つ
ら
に
分
か
へ
り
な
は
こ
よ
ひ
も
と
露
の
お
も
は
ん
み
ち
の
さ
ゝ
は
ら

4432　

又
い
つ
と
た
の
め
ん
よ
り
も
た
ま
さ
か
の
一
夜
を
せ
め
て
あ
か
し
は
て
ゝ
よ

4433　

あ
ま
り
た
る
心
こ
と
は
は
か
き
さ
し
て
あ
さ
き
か
た
に
や
み
つ
く
き
の
跡

4434　

い
か
に
し
て
お
も
ひ
や
み
な
ん
夜
の
雨
の
ふ
り
そ
ふ
な
み
た
身
も
う
き
ぬ
へ
し

4435　

い
く
た
ひ
の
遠
き
絶
ま
を
し
の
ひ
け
ん
心
な
か
さ
を
身
の
ち
き
り
に
て

4436　

わ
か
か
た
を
を
き
て
い
つ
く
に
あ
ま
の
す
む
さ
と
の
し
る
へ
を
人
の
と
ふ
ら
む

4437　

お
も
ひ
と
り
て
こ
と
は
り
も
せ
よ
こ
と
は
り
の
な
き
う
ら
み
た
に
あ
れ
は
有
世
に

4438　

と
も
に
み
し
月
の
か
ほ
の
み
お
な
し
よ
に
は
か
な
や
人
は
よ
そ
の
手
枕

　
　
　

雑
十
五
首

4439　

暁
を
た
か
を
し
へ
よ
り
庭
つ
と
り
か
な
ら
す
つ
く
る
物
と
な
り
け
ん

4440　

い
つ
は
と
は
わ
か
の
松
は
ら
霜
み
て
る
有
明
の
月
に
鶴
の
鳴
声

4441　

雪
を
れ
の
あ
と
を
と
め
き
て
さ
す
月
の
か
け
め
つ
ら
し
き
窓
の
呉
竹

4442　

お
な
し
名
に
な
か
れ
て
こ
ゝ
に
き
て
み
る
も
水
分
山
は
神
さ
ひ
に
け
り

4443　

ふ
か
く
い
り
て
心
を
す
ま
ぬ〻す
洞
に
は
ち
は
や
し
に
は
つ
る
身
の
や
と
り
哉

4444　

折
節
の
花
折
ち
ら
し
あ
か
む
す
ふ
た
よ
り
も
あ
れ
や
山
の
下
庵

4445　

暮
ぬ
と
て
さ
と
ゝ
ひ
ゆ
け
は
一
む
ら
の
煙
も
み
え
す
あ
ふ
人
も
な
し

4446　

草
枕
た
ひ
は
い
つ
く（
×
も
）
の4
海
山
も
う
き
寝
を
お
な
し
露
に
わ
ひ
つ
ゝ

4447　

世
の
中
よ
お
も
へ
は
誰
も
う
き
舟
の
ゆ
く
末
し
ら
れ
ぬ
お
き
つ
白
浪

4448　

わ
れ
舟
の
わ
れ
そ
か
な
し
き
な
み
風
の
千
里
を
も
こ
そ
ゆ
き
か
へ
り
け
ん

4449　

玉
緒
の
な
か
き
や
何
の
む
く
ひ
そ
と
み
た
れ
た
る
世
を
見
る
そ
く
る
し
き�

」（第
（
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4450　

人
は
み
な
う
と
み
は
て
た
る
身
を
ひ
と
り
老
と
い
ふ
物
の
す
て
す
そ
ひ
け
る

4451　

末
の
法
千
年
も
い
く
世
山
し
な
の
e山の
岩
ね
の
松
を
た
め
し
に

4452　

筑
波
ね
の
し
け
き
め
く
み
の
遠
か
ら
す
こ
ゝ
に
か
し
ま
の
神
も
か
し
こ
し

4453　

何
な
ら
ぬ
手
向
な
か
ら
も
神
は
猶
う
く
ら
ん
物
を
や
ま
と
言
の
葉

（
以
下
余
白
）�

」（第
（

（
第


